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ブーリアン演算

【ブーリアン演算】

立体を作成する際にブーリアン演算という算式が使われます。

ブーリアン演算には以下の３種類があります。

右のモデルがどのように変化するか確認してみましょう。

1.5

和 差 積

フィーチャとフ
ィーチャを結合
します。

フィーチャから
フィーチャを差
し引きます。

フィーチャの重
なりを保持しま
す。



～スケッチの延長～

44

１．SolidWorksを起動します。

“02_スケッチ“フォルダから「スケッチ
練習1.SLDPRT」を開きます。

２．“スケッチ”タブに切り替えます。

３．「スケッチ延長」を選択します。

４．左図の付近をクリックします。反対側
も同様に！

５．線が延長されました。

スケッチエンティティ処理_手順①2.3
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１．SolidWorksを起動します。

“02_スケッチ”フォルダから「スケッチ
練習2.SLDPRT」を開きます。

２．左図線分をクリックします。

３．ショートカットから「水平」をクリック
します。

４．ショートカットは素早く選択しないと
非表示になってしまします。その際
はパネルから選択しましょう。

５．選択した線分が水平になりました。

※拘束のマークが表示されない場合は
メニューバーの表示→非表示/表示→
「スケッチ拘束」をクリックしてください。

幾何拘束の練習_手順①2.7
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１．SolidWorksを起動します。

“02_スケッチ”フォルダから「スケッチ
練習3.SLDPRT」を開きます。

２．「スマート寸法」をクリックします。

３．左図単一線をクリックします。

４．適当な位置に配置し、値に「50」を
入力してＯＫします。

５．寸法により線の長さが“50”になりま
した。

※ESCキーを押すとコマンドが解除され
左図のようになります。ESCキーを押さ
なければ連続して寸法が追加できます。

寸法拘束の練習_手順①2.11

クリック



7

【VBLOCKを作成する】

ここではVブロックを作成しながら、以下の点について習得します。

※SolidWorks図面集をご用意ください。

■ スケッチエンティティコマンド・・・直線、矩形、作図線など

■ 幾何拘束 ・・・・・・・・水平、鉛直、垂直、同一直線上、対称、一致、

中点、等しい値など

■ 寸法拘束 ・・・・・・・・スマート寸法(長さ、角度）など

■ フィーチャ・・・・・・・・押し出し、押し出しカットなど

完成モデル

パーツモデリングⅠ3.1
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【SHAFT BLOCKを作成する】

ここではSHAFT BLOCKを作成しながら、以下の点について習得し
ます。

※SolidWorks図面集をご用意ください。

■ スケッチエンティティコマンド・・・線分、円弧、円、作図線など

■ 幾何拘束・・・・・・・・ 正接、対称、同心円、等しい値など

■ 寸法拘束・・・・・・・・ スマート寸法（円の直径、半径）など

■ フィーチャ・・・・・・・・押し出し、押出しカットなど

完成モデル

パーツモデリングⅠ3.2
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【BOLTを作成する】

ここではBOLTを作成しながら以下の点について習得します。

※SolidWorks図面集をご用意ください。

■ スケッチエンティティコマンド・・・多角形、矩形、中心線など

■ 幾何拘束・・・・・・・・ 同一直線上、一致など

■ 寸法拘束・・・・・・・・スマート寸法（直径寸法）など

■ フィーチャ・・・・・・・・回転、回転カットなど

完成モデル

パーツモデリングⅠ3.3
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１．03_パーツモデリング→参照平面→

「参照平面1.SLDPRT」を開きます。

２．参照ジオメトリ→「平面」をクリック

します。

３．ツリーを展開し、「正面」を選択します。

４．「平行」をクリックします。

５．円柱の左図付近をクリックしＯＫしま
す。

参照平面_手順①3.5

クリックすると展開 ツリーはここ。
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【パーツを編集する】

ここではパーツモデリングⅠで作成したモデルに新たな形状を加え

たりサイズを編集する方法を学びますが、編集には“スケッチ編集”と

“フィーチャ編集”があります。まずその確認から行いましょう。

※ 使用ファイル：03_パーツモデリングⅠ→パーツ編集→モデル編集.SLDPRT

モデルを変更するには以下の２種類で行います。

・スケッチ編集・・・外形状のサイズを変更する。

・操作・・・ツリーのボス-押し出し1の上で右クリックしショートカット
の「スケッチ編集」をクリック。

・フィーチャ編集・・・厚みや深さなど立体形状を変更する。

・操作・・・ツリーのボス-押し出し1の上で右クリックし、ショートカット
の「フィーチャ編集」をクリック。

※また、作成したフィーチャを一旦削除して別のフィーチャで作成しなおす方
法もあります。

パーツの編集3.6
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【支持台を作成する】

パーツモデリングの演習を行います。一つ目は「支持台」です。

まずは自身で行ってください。
続いて次ページからの手順を確認してみてください。

※SolidWorks図面集をご用意ください。

演習_パーツモデリング3.7
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【BUSHを作成する】

パーツモデリングの演習を行います。ニつ目は「BUSH」です。

まずは自身で行ってください。
続いて次ページからの手順を確認してみてください。

※SolidWorks図面集をご用意ください。

演習_パーツモデリング3.7
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【SHAFTを作成する】

パーツモデリングの演習を行います。三つ目は「SHAFT」です。

まずは自身で行ってください。
続いて次ページからの手順を確認してみてください。

※SolidWorks図面集をご用意ください。

演習_パーツモデリング3.7
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アセンブリ合致_手順①

１．アセンブリを立ち上げます。

※「開く」ダイアログが立ち上がりますので
手順．３へ進んでください。

２．“挿入する部品/アセンブリ”の
「参照」をクリックします。

※2017からはこの操作が省略されましたが、
本テキストでは念のため解説しています。

３．04_アセンブリ→アセンブリ合致→

「PART-A.SLDPRT」をＷクリック

します。

４．「ＯＫ」をクリックします。

５．最初の部品（アセンブリ）はＯＫして

配置することでアセンブリ内の原点と

部品の原点が一致します。

4.3
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演習_合致

【蝶番を組付ける】

今行った合致を下記の様な蝶番で演習してみましょう。

まず、作成手順を見ないで行ってください。その後作成手順を確認し

ながら再度行ってください。

演習ではこれまでに習得した以外の方法も含まれていることがあり

ますので、確認してみてください。

4.4

Tyouban_A

Tyouban_B

Tyouban_Assy

Pin

JIS B 1122 - ST3-5 X 9-5
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新規部品の作成

【アセンブリ内で新規部品を作成する】

アセンブリ環境の中で新しい部品を作成する方法を学習します。
合致によって組付いている蝶番-Aと蝶番-B。二つの蝶番には締結

するための部品が必要です。ここでは締結するためのPINをアセンブリ

環境の中で作成し、部品名（ファイル名）の変更方法や保存先への書

き出し方について学んでいただきます。

4.5

蝶番-Aと蝶番-Bは合致
によって組付いている

ここに締結用のPINを
作成します。
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パーツモデリングⅡ5.1

【パーツモデリングⅡ】

第２章で行ってきた基本的なモデル作成方法に加えてもう少しフィー
チャについて学習します。

この章ではより複雑な形状のモデリングができるよう以下のフィー
チャについて学習します。

※SolidWorks図面集をご用意ください。

■ シェル

板物など薄肉モデルを作成する場合に効率的に作成することができま

す。場所によって厚みが違う場合拡張機能で変更することができます。

■ パターン

同じ形状のフィーチャが規則的に並んでいる場合に有効です。

パターンフィーチャには矩形状と円形状があります。

■ スイープ

取手や曲げ棒などの形状は押出しフィーチャでは作成できません。

スイープフィーチャの作成にはパスとなる線分スケッチと断面となるス

ケッチの２つが必須です。

■ ミラー

対称的な位置になるフィーチャはミラーフィーチャを使うと便利です。

ミラーされたフィーチャは元フィーチャとリンクしているため形状や位置

が変更になっても常にその対称条件が維持されます。
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【直線パターン】

直線パターンの演習を行います。

まずは自身で行ってください。

続いて次ページからの手順を確認してみてください。

※SolidWorks図面集をご用意ください。

演習_直線パターン5.3
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【円形パターン】

円形パターンの演習を行います。

まずは自身で行ってください。

続いて次ページからの手順を確認してみてください。

※SolidWorks図面集をご用意ください。

演習_円形パターン5.4
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【スイープ】

スイープの演習を行います。

まずは自身で行ってください。

続いて次ページからの手順を確認してみてください。

※SolidWorks図面集をご用意ください。

演習_スイープ5.5
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【水冷パイプを作成する】

これまでの総集編として「水冷パイプ」のモデリング演習を行います。

まずは自身で行ってください。

続いて次ページからの手順を確認してみてください。

※SolidWorks図面集をご用意ください。

演習_水冷パイプ5.6
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部品図6.1

【図面サイズと尺度の設定】

1. Feature Managerデザインツリーの「シート１」上で右クリックし、

「プロパティ」を選択
2. シートプロパティで用紙サイズと尺度を選択
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部品図（１）支持台_作成手順⑩

４６．フィレット寸法を追加し左図点をクリ
ックします。

４７．矢印の向きが変わりました。

４８．“アノテートアイテム”タブに切り替え
「表面粗さ記号」をクリックします。

４９．“記号“から「除去加工が必要な場
合」を選択します。

５０．左図ボックスにそれぞれ「Ra」 「25」
を入力し図面内に配置して完成です。

6.2
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部品図（２）BUSH_作成手順⑥

２６．「スマート寸法」をクリックし、左図２
か所のエッジを選択し角度寸法を配
置します。

２７．数値をドラッグし、適正な位置にしま
す。

２８．左図寸法を追加します。

２９．“公差/小数位数“で小数点以下の
位を変更します。

３０．他の寸法、記号を追加して仕上げま
す。

以上です。

6.3
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部品図（３）SHAFT_作成手順⑦

３１．左図のようになります。

３２．左図寸法を追加します。
※矢印が重なっています。

３３．矢印の点上で右クリックし「●」を選
択します。
※説明用にずらしています。
※それぞれ必要な矢印で行ってください。

３４．左図のようになります。

３５．残りの寸法を追加して完成させてく
ださい。

以上です。

6.4
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